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河川堤防等への「対空標示」の実施方針の決定について

昨年１１月２８日、災害発生時における被災箇所の早期発見を目的に、堤防等に河
口からの距離及び主要な橋梁名を標示する「対空標示」の実施について記者発表しま
した。
その後、広島市と良好な河川景観に対する配慮について調整を行い、この度、広島

市内における防災機能と景観を両立した標示方針を以下の通り決定致しましたので、
お知らせします。

、 。なお すでに実施済みの試験施工箇所についても今回の方針に基づくものとします

○標示対象 ： 河口からの距離 （河川護岸への橋梁名標示は行わない）
○文字パターン ： 文字色：白 背景色：グレー系
○文字サイズ ： ３ｍを基本

（イメージ図）
対岸(約３００ｍ)からの様子 上空３００～５００ｍからの様子

（詳細は別紙の通り）

＜問い合わせ先＞
国土交通省 中国地方整備局 太田川河川事務所

副所長(技) 佐藤 秀樹（さとう ひでき）
管理第一課長 柏原 良彦（かしはら よしひこ）

【担当】 調査設計第一課長 桝谷 有吾（ますや ゆうご）
０８２－２２２－９２４５（直通）

〒730-0013 広島市中区八丁堀3-20 電話：082-221-2436(代表)
ホームページＵＲＬ：http://www.cgr.mlit.go.jp/ootagawa/
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別紙

（経緯）

平成23年
11月28日 ： 対空標示を試験施工する旨、及びその位置、文字サイズ、文字パターン

（文字色、背景色）について記者発表及びHP掲載（別添資料）
12月 1日～： 試験施工を実施
12月20日 ： 新聞（朝刊）に「災害時に被災箇所把握 河口堤防に「対空標示 」と」

して記事掲載

平成24年
1月初旬 ：試験施工を実施したなかから、上空からの視認性や川のイメージ色等を

踏まえ、文字サイズ（３～６ｍ 、文字パターン（文字色：白、背景色）
：青）を仮選定

1月10～31日：太田川放水路において２３箇所の対空標示を実施。
（住民の方等から寄せられる意見を踏まえて、文字サイズ、文字パター

ンを本決定することを予定していた ）。

2月7日～ ： 広島市からの景観に対する要請を踏まえて調整し、以下の通り広島市
内における実施方針を決定。

（実施方針）
・河川護岸には橋梁名を標示せず、距離標示のみとします。
・文字パターンについては、明度差（５程度）により視認性・可読性を確保できるこ

とから、白文字とグレーの背景とします。
・文字サイズは、上空５００ｍから認識できることが確認できたことから、３ｍの大

きさを基本とします。

（今後の予定）
・実施方針に基づき、来年度までに、太田川、三篠川、根谷川において距離標示を実

施する予定。

（橋梁名標示のとりやめ例）

対岸(約３００ｍ)からの様子 対岸(約３００ｍ)からの様子
対空標示文字サイズ ６ｍ×６ｍ 対空標示文字サイズ ６ｍ×６ｍ



（参考）対空標示位置図



（添付資料）平成２３年１１月２８日 記者発表資料




